






























花に咲かなんと思ひたまへしも、かひなき世にはべりければ」とあり。さりぬべき隙にやありけむ ご覧ぜさせて、 「ただ塵ばかり、この花びらに」と聞こゆるを わが御心にも ものいとあはれに思し知らるるほど て、
袖ぬるる露のゆかりと思ふにもなほうとまれぬやまとなでしこ

































語とは言いがたい。 「ゆかり」じたいは『万葉集』から詠まれ、いとおしい人への情とともにある「ゆかり」 古今和歌六帖』 （第二
　












































































番歌は「汝が鳴く里」すなわちあなたが懸想する先がたくさんあるのでと言い、相手の多情を怨む歌。 『伊勢物語』ではほととぎすの絵に添えて複数の男が懸想する女性に贈っ 歌となっている。一○三二番歌は「霞」が恋慕を意味し、浮気な恋心をいやだと詠む。いずれも、完了の意味になる。私家集でも知られた 「なほう まれぬ」は、広く人口 膾炙した表現に他ならない。藤壺の和歌は、四句に至り、がらりとことばの印象 変わる。ここ 、 『源氏物語』の時代に教養でさえあった和歌表現を用い
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一首を結ぶ五句「なでしこ」は、 『万葉集』の時代から詠まれて
































ようにもなる。 「なでしこ 花」 子の意味を表す例が『後拾遺和歌集』 （哀傷・五六九
　






意味が生じてくるようである。『源氏物語』では「やまとなでしこ」 「なでしこ」で明らかに「子」を表す用例 葵巻や帚木巻・常夏巻にあり、誕生 たばかり 皇子をめぐる紅葉賀巻のこの場面でいとお い子の意味があるのは明らかである。 「やまとなでしこ」に「子」の意味合いを響かせるのは、より同時代的な印象も与えていよう。このように、下の句「なほうとまれぬ」 「やまとなでしこ」は、



































し説をとるものに吉見健夫「紅葉賀巻の藤壺─贈答歌の解釈から─」 『中古文学論攷』 （平成八年十二月） 、山崎和子「 〈露〉の縁
えにし
の〈なでしこ〉の花─源氏
と藤壺の贈答歌解釈─」 『法政大学大学院紀要』 （二○○八年三月） 、完了説をとるものには鈴木宏子「藤壺宮の流儀─「袖ぬるる露のゆかりと思ふにも」─『王朝和歌の想像力─古今集と源氏物語』 （笠間書院
　
二○一二年） 、工藤
重矩「紅葉賀巻「袖ぬるる」の和歌解釈─文法と和歌構文─」 『源氏物語の婚姻と和歌解釈』 （風間書房
　
二○○九年） 、両説をかけるものに徳岡涼「紅葉
賀巻の藤壺詠について」 『国語国文学研究』 （二〇〇三年三月）などがある。
（６）
　『源氏物語』以外の和歌の引用は原則として新編国歌大観（角川書店）に
より、必要に応じ新編私家集大成（古典ライブラリー）によった部分がある。
（７）
　『更級日記』の引用は新編日本古典文学全集（小学館）による。
（８）
　
注（５）掲載山崎和子氏文献。
（９）
　
私家集大成『伊勢集Ⅱ』 （島田良二蔵）による。
（
10）　「子」の意味を表す「なでしこ」が詠まれる次のような和歌がある。
一条院うせさせたまひてのちなでしこのはなのはべりけるを後一条院をさなくおはしましてなにごころも らでとらせたまひ ればおぼしいづることやありけん

上東門院
みるままにつゆぞこぼるるおくれにしこころもしらぬなでしこの花
『後拾遺和歌集』哀傷・五六九
贈皇太后宮にそひて、春宮にさぶらひ る時、少将義孝ひさしくまゐらざりけるに、なでしこの花につけてつかはしける

恵子女王
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よそへつつ見れどつゆだになぐさまずいかにかすべきなでしこの花
『新古今和歌集』雑歌上
　
一四九四

藤壺の和歌は、恵子女王の和歌に似通う。

「なでしこ」で「子」を表す次の用例もある。
ほかなるこの、なでしこのたねすこしたまへといひたる、やるとて
なでしこの恋しきときはみるものをいかにせよとかたねをこふらん
『和泉式部続集』三七二
（
11）　
旧注では、なでしこ＝若宮として藤壺によそえる解釈がなされ、新注では
なでしこを若宮によそえる解釈が出される。この部分については注（５）掲載鈴木宏子氏文献に詳細な整理がある。
